平成26年度第３回宗像市介護保険運営協議会　議事録
期　日：平成26年９月30日（火）
時　間：19：00～20：20
会　場：宗像市役所　304会議室

【出席者】

（委員）

岡山委員、石田委員、小山田委員、折田委員、坂元委員、渋谷委員、早川委員、中村委員、西﨑委員、
飛鷹委員、吉田委員（会長）
（欠席：麻生委員、江頭委員、大倉委員、平子委員）

（事務局）

石松健康福祉部長、中村介護保険課長、伊藤高齢者支援課長、柚木保健福祉政策課長、橘高齢者支援課参事、嶋田介護保険係長、石松高齢者サービス係長、松井保健福祉政策係長、安川主任主事

１．開会

２．会長あいさつ
【会長】

みなさんこんばんは。お集まりいただきありがとうございます。私、前回の第２回から前任の山根勲の後の委嘱を受けまして、宗像医師会を代表してこの会に参加させていただいておりますけれども、一応というか今一度、この介護保険運営協議会に関して自分自身でも再確認をする意味で、みなさまと確認したいことがございます。それは、この当協議会は宗像市長から諮問を受けて第６期介護保険事業計画の策定を審議することとなっているのが会の本来の趣旨でございます。それから、今回からは計画策定のために具体的な審議に入っていきますので、委員のみなさまには建設的な意見をもって是非望んでいただければと希望いたします。その為に必要なのは、事務局が前もってですね、きちんとした形の審議資料を作成してその説明にあたっていただきたいと思いますので、事務局にもよろしくお願いいたします。それでは、早速議題に入らせていただきたいと思いますので、（１）報告事項、高齢者等実態調査の報告について事務局からよろしくお願いいたします。
３．議題
（１）報告事項
高齢者等実態調査の報告について
≪事務局資料説明≫

【会長】
　どうもありがとうございました。時間の関係によって、特徴的なものだけ掻い摘んで説明してもらおうと思ったんですけどかなり時間がかかりました。少しいわれたコンパクトシティというのは、たまたま千葉県の柏市とかが高層の集合住宅のところが高齢化してきて、たまたまそこがうまくいっているだけの話であって、それが全国的に全部うまくいくかどうかはまた別の問題だと思うし。今の報告事項に関して何かご質問ないでしょうか。
１点だけ僕、教えてもらいたいんですが。クロスでされてるところが、地区割りをされてますよね。これどういう。学校区とも違うみたいなんですけど。コミュニュティーかなんかがあるんですか。

【事務局】
９ページですね。
【会長】
コミュニティー単位ですかねこれ。
【事務局】
　一応ですね、コミュニティー単位ではあるんですけれども、今ですねここでいう田島と神湊、これは玄海地区という風にはいうんですけれども、最終的にコミュニティー単位で報告する際は、この実際のコミュニティーの構成単位で報告しますけれども、一応、選択する時にわかりやすいというところでですね、こういう形にさせていただきました。例えば、地島も今でいえば玄海地区コミュニティーなんですが、コミュニティーで玄海地区っていう風に設問を置いた場合に地島の方がやっぱり迷われるというのがあるんでですね、結果的にこういう風な形で出しております。
【会長】
ありがとうございました。どなたかご質問等はございませんか。それでは、（２）審議事項に移らせていただきたいと思います。宗像市第６期高齢者福祉計画についての審議ですが、審議に入る前にみなさんに今一度確認というか復習という意味で、今度の介護保険制度の改正についてですね、やっぱり概要を今一度ご確認いただいた方が話がわかりやすいんではないかと思いましたので、事務局の方に今日資料を準備してもらっていますんで、それの概要を聞いた後に本題に入らせていただきたいと思います。よろしくお願いします。
（２）審議事項
　・宗像市第６期高齢者福祉計画
≪事務局資料説明≫
【会長】
　ご質問ありませんでしょうか。こういった枠組みの中で宗像市にあった施策を考えていかなきゃいけないというか、それを協議するのがこの協議会の役割だと思いますし。ただ、この枠を逸脱するようなことはできないと。あくまでも、この中のそった中で宗像市として特徴的なもので充実させるべきところは充実させるし、割愛というか省略できそうなところは省略するような形はとれるのでしょうけれども、あくまでもこの枠がひとつのあれだと思います。ところどころで出てますけれども、医師会との連携とかというので、私ども宗像市医師会からもそういった形の地域ケア会議に向けての推進事業とかも現在宗像市とか福津市とともにやっているところでございます。では、ご質問がなければ、審議事項、高齢者福祉計画介護保険事業計画の骨子案について説明をお願いします。
・介護保険事業計画の骨子案について
≪事務局資料説明≫
【会長】
　今から、詳しくそれぞれについて事務局から説明を受けて、その後にご質問・ご意見をいただきたいと思いますけれども、ちょっと範囲が広ろうございますんで、第１章・第２章・第３章と章ごとに区切っていきたいと思います。それでは第１章、計画策定にあたってをお願いします。どなたかございませんか。
【副会長】
　先ほど、事務局の方から実態調査の結果報告がありました。その説明の中でこの実態調査に基づく課題、あるいは取り組まなければいけないと思われるところがいくつか説明があったわけです。それで、そこへんを踏まえて施策の体系っていうことになって取り組む事業が決まっていくわけですけれども、これちょっと目次を見よってですね、私がどうしてもね、さっきもその実態調査の報告で係長の説明を聞くと、どういうところがやっぱり問題点として捉えてあるんだなというのがわかるんですよ、その報告を聞けば。しかし、この第２章のですね、宗像市の高齢者等を取り巻く現状となっとりますが、この３のですね基礎調査結果からみえる現状だけでこの目次とかね、あるいは、いいのか。現状と僕は課題じゃないかという風に思うんです。実態調査というのは現状を知るために実態調査をして、その実態調査に基づいて次に何が必要かというそこに展開していくと思うんですよね。それが計画だろうと思うんですよ。それで、ずっと整理をして現状を書かれておりますけれども、それにですね、その現状に追加してですね何行かでいいからですね、そういう調査に基づいて何が課題なのか。そういう課題をずっと書いてもらって、それが施策に展開していますよという風につないでいただいたらいいんかなと思いますけどね。どうなんでしょうかね。ちょっと検討していただけたらと思いますが。
【会長】
　はい。２章にいってしまいましたが、１章はいいですかね。
【副会長】
　すみません。私目次を・・・。
【会長】
　今、副会長が言われるように、現状を把握して課題を抽出するとこまでは、それはやっぱり必要あると思うですよね。その後の施策という部分は４章以降になると思うんですけれども。いかがですか。
【事務局】
はい。全くおっしゃる通りだという風に思います。今回ですね、やはり制度改正というのが大きかったもんですから、ここにどう応えていくかというのが非常に大きいところだという風にちょっと思いすぎまして、今おっしゃったところがちょっと漏れておると思っております。それで今事務局の方から資料１の実態調査からの分析的な分もちょっと申し上げました。これをですね、もう少し精査といいますか、それをしてですね、おっしゃいますように課題を拾い上げてですね、それを課題解決のためにこういう施策を事業を実施していくんですよ、というような構成にですねやっていきたいという風に思います。よろしゅうございましょうか。
【会長】
　よろしいですか。じゃ、よろしくお願いいたします。よろしいですか、みなさん。
【委員】
すみません。他にいいですか。
【会長】
　どうぞ。
【委員】
　関連計画との連携のところで、国や県との関連計画っていうのがあるのと、それから第二次宗像市総合計画との関連っていうのもあるんですけれど、その他の関連計画との関連って、ちょっとなんかこういう風に対等な形で書いていいのかどうなのかという、ちょっと私疑問なんですけれど。宗像市総合計画がマスタープランがあって、で地域福祉計画とかその他の関連計画があってっていうところで市の全体の計画の整合性っていうのが取れてるはずなんですよね。で、なんかちょっと４ページの（２）の図の中のこの書き方がちょっと不自然かなっていう風に思ったりしてるんですけれど。どんなですか。マスタープランと関係はあるっていうので、こういう風に対等な形で書かれたんじゃないかと思うんですけど、段階がマスタープランがあって、それで地域福祉計画があって、それでそのあれですよね。その・・・。ただ、本当は枝分かれしてってこうなってるはずなんですけど、こんな形で整理していいですか。
【事務局】
　今、福祉計画とおっしゃってますが、たぶん保健を含めた・・・。
【委員】
　保健福祉計画の。はい。法的には地域福祉計画です。
【事務局】
　実はそこの策定もしてるところで、それでですね、そうですね、ちょっと、整合性っていう点ではですね28ページにちょっと移るんですけども、その基本理念のところですね、ここに第二次宗像市総合計画との、その、から引張り出したキーワードをもとに基本理念を作成しました。という記述はあります。実は、保健福祉計画今策定中なんでありますが、そこのところとの整合性、ここに書いとりませんけれども取ってるつもりではあります。具体的には・・・。そういう風に確かに整合をとりながらやっていく必要がある。それと、位置関係の分でいいますと、結局下にはあるんだけど、その他の関連計画がその下にあるんで。ちょっと、錯覚があるかなというところです。
【会長】
　これたぶん図の配置の仕方でそう捉えるのであって、やってるのは別にそれぞれが連携していくという矢印のやり取りなんで、あんまり上に書いてある下に書いてあるは関係はないんじゃないでしょうか。
【事務局】
　はい。位置関係、ちょっともう少しわかりやすいように修正したいと思います。
【副会長】
　あんまり上下は考えてこれは作ってないですよね。この表はね。上とか下とか・・・
【会長】
　どちらかというと、平場のところで見ていった時にこういう風にしてしましたよっていう風な取り方で考えた方がいいんかなと思うんですけどね。この図に関してはですね。
【委員】
でも、市の行政が取り組むっていうことの位置づけでいえば、マスタープランがあって、保健福祉計画があって、でそのあの児童とかいろいろある中での高齢者保健福祉計画っていう、そういう枝分かれの位置づけだと思うんですよね。そこは、福祉はこれだと関連はわかるんですけど、関連があってここを中心にやりますっていうのはわかるんですけど、やっぱり、あのすみません、具体的になんかちょっと疑問に感じてたりすることがあるので、例えばコミュニティー、今どんどんどんどんその地域の中にこうずっと入っていくっていうことになると、コミュニティー自体の存続が危ないとかですね。例えば大島の問題とかそういうのもあってのこれからのその高齢者保健福祉計画、高齢者の、高齢者福祉計画と介護保険事業計画なんだろうという風に思うんですけどね。だから、やっぱりそこのへんの行政の取り組みの姿勢の整理っていうのはきちんとしといた方がいいじゃないかなという風に思いました。なので、一応課題としてご検討していただくということで。
【会長】
　もう少し、なんか、言われる意味もわかるんで、その辺も含めた形でなんかうまい表現があればそういう風に変えていっていただければと思います。
【事務局】
　はい。承知しました。

【会長】
　他ございますか。もう、１章とか２章とか３章とか分けないんで。
【委員】
　よろしいですか。
【会長】
　どうぞ。
【委員】
　２のですね計画の位置づけというところで、高齢者福祉計画と介護保険事業計画についてですね、こう述べられておりますけど、この位置づけが読みよってもよくわからないとよね。お互い関連性がもちろんあると思んやけどが。この文章だけじゃちょっとなんかよく理解しにくいところがあるんやけどね。一番下の方に一体のものとして策定するという文言があるでしょうが。一体なんですかねこれ。
【事務局】
　そうですね。法的には義務づけられているということですね。だから、この介護保険事業計画、介護保険が導入されたときに、法の計画をどういう風に位置づけるか。だから介護保険事業だけ特化してしたんでは、やっぱり他のこの関係法令のところに書いてありますように、第20条の８ありますけれども、老人居宅生活支援事業及び老人福祉施設による事業の供給体制の確保に関する計画を定める。だからここにどうしても、その介護保険の部分とダブってくるもんがあるもんですから、だからここを一体的に作っていきなさいということなんですよね。それを表現してるところなんですが。ちょっと、事務局の方で、もう一度可能な限りわかりやすい表現ができるようだったらですね。
【委員】
そうしてもらった方がね、ちょっとやっぱり素人なもんでよくわからないと。
【事務局】
　ちょっと、努力してみます。
【委員】
　ここで初めてね、老人福祉法っていうのがね顔を出したんですね。あの、これが老人福祉法と介護保険がマッチングするということに関しては、我々のその存立基盤の一番のところになってくるんですよね。老人クラブっていうやつが。だからここで初めて顔を出してくるんですよ。今までの介護保険の中にはなかった。だからそれはいいことじゃないかなと思っております。
【事務局】
同じ高齢者福祉に関する分野ですので、別々で計画するのはやはり整合性をとる労力も出てくるしですね。先ほどちょっと申した中で、もともと老人保健福祉、老人福祉計画と介護保険計画っていうのは全く別で策定してたんですよ。平成21年度からですかね。第４期から。

【副会長】
国から通知が出てですね、一体化してよろしいですという声があったんですね。
【事務局】
　重複してそういう法律的でない部分もあるので、重複する部分はもう重複して、それぞれ個別の部分は、個別の部分で、あわせて一体的に計画しなさい。
【副会長】
結構前ですよ。つい最近ではないです。
【委員】
18年改正かな。

【事務局】
18年からですか。

【委員】
　それが具体的な施策というか、市のいわゆる縦割りの流れの中で、こういう形で正式に形として出てきたのは初めてだと思うので評価できるということです。だから、書き方自体の問題とは別でね、基本的な。
【事務局】
基本的な表現の仕方ですかね。先ほども、ちょっと施策の体系のとこ、基本目標で説明しましたけれども、地域支援事業の任意事業の部分と、今までその、それ以外の部分の高齢者福祉サービス、そこの部分がここに入ってるってことをちょっと申し上げます。そこのところが老人福祉計画の部分になってくるわけですよね。いずれにしましても、ちょっと表現うまくできないかどうか検討させていただきたいと思います。
【会長】
　他にどなたかございますか。よろしゅうございますか。
【事務局】
　ちょっと確認をさせていただきます。先ほど現状からみれる課題、この分についてはもう少し充実すべきではないかということが意見がありましたので、そこの部分は課題を掲げる方向でですねやっていきたいと思います。それから老人福祉計画の部分との兼ね合いがわかりにくい部分がありましたので、そこの表現についてもですね、うまい表現がないか検討していきたいと。それから先ほどの他の計画との関連性といいますか、そこの部分の見せ方もですね検討していきたいと思います。それで、最後にちょっと確認をさせていただきたいのは、今、修正すべき項目のご意見いただきましたけれども、全体的な構成としては、こういう構成でいいということはよろしゅうございますでしょうか。
【会長】
　よろしいですか、みなさん。ではお願いいたします。個人的には28ページのいつもですね、よく出てくるやつで、似たり寄ったりなんですけど、もうちょっとわかりやすくしてもらえないかって思うんですけど、おそらく一番最初のオリジナルがこういう感じで。

【事務局】
確かにわかりやすくというのもあるんだろうと思うですが、結果的にこういう風な流れしか・・・。
【会長】
結局、矢印がいっぱいごちゃごちゃしだしちゃって、なんかよく分らないけど、中心のところにこう、大体こういうのになってくると、住まいというところで、されてるところで、ここが中心ですよというところを表現していただくようにはなっているようですけどね。
【事務局】
　そうです。
【副会長】
　先ほど、ちょっとお尋ねしとかないかんやったと思いますが、ちょっと後になって申し訳ないですが。今度の介護保険制度の改正で、先ほど事務局からも説明がありましたように、ひとつの大きい柱というのが地域包括ケアシステムの推進。それがひとつありますね。その中で、その予防給付の問題があるとやけど、先ほどの実態調査の説明を聞いとるとですね、非常にその予防給付で支援をしていってですね、要介護度が深まらんようにですね食いとめないかんようなデータとしていっぱい出てきておるわけですね。それが、こういう風な形で総合的なですね、新しい総合事業とかね、それから包括的支援事業の中で、その認知症施策の推進とかっていう形であるわけですね。それで、ひとつお尋ねしたいのが新しい総合事業がですね、この来年の４月から施行に一応なっとる。これ色々入ってくるわけですが、それができない場合はね、条例つくって３年間はなんとかなると。そこへんの市の考えっちゅうのは今のところまだそこまではないとですかね。
【事務局】
実際にはですね、28年度、すみません。27年度からできるというものは、このやらなければいけない、これでいいますと地域ケア会議の推進。ここの部分はもう必ずやらないといけないのでやります。ただ、後の部分についてはですね、すぐ実施できるとは考えておりません。特に今ご質問にありました総合事業の部分ですけれども、これあの先ほどの資料をちょっとこちらの方をご覧いただきたいんですけれども、下の段のですね、例えば、下の段の真ん中の黄色のところ、訪問型サービス第1号訪問事業というのがあるんですが、これの①のところ、現行の訪問介護相当の部分の訪問介護という、いわゆる予防事業の中でも、そういう専門的な今と変わらない事業所が訪問するというな訪問事業ですね。これは、今の事業所を市が認定すればすぐできるんですけれども、例えば③のところのＢ、住民主体による支援っていうのがですね、仮に実施しようとしてもですね、その担う人が果たして担うその団体がいるのか、あるいは地域の人達でそれが担えるのか。っていったようなところが出てきます。だからこれは市が来年からやるよといってもですね、できません。従いまして、そういうところの調整をしていくということを考えた時には、それはもう相手のあることですので、ある程度その相手の状況に応じて市がどうするのか決めないといけないんですけれども、ここのところをですね考えた時にはまず27年度からは無理だろうと。だから、今後次回以降協議いただきますけれども、ある程度のですね、指針は、ちょっと方針はもう一度内部で考えてですね、お示ししたいという風に思っております。以上です。

【会長】
　よろしいですか。
【副会長】
はい。ただですね。今お話があったように受け手がない。受け手を作らないかん。この間から申し上げとるように、例えば地区福祉会とかね。あるいはコミュニティーとかね。あるいは老人クラブとかね。民協とかね。ここへんは独自にはかなり本当に頭の下がるようにいろいろなことやってあるわけですね。そういうそのいわゆる方達を一体化してですね、機能化するようにしなければ地域包括ケアシステムというのは進んでいかないやないですか。そしたらそういう人がね、手をあげる人がおらんからすぐはできんということではなくてですね、こういう風なそれぞれのところが一生懸命やってあるんやけど、それをどうねネットワークするか、あるいは頑張っていただくか、あるいはもし足らないものがあれば、どこに手を入れていくかというのはですね、やっぱりそのあれやないですか。ひとつの考え方計画としてはね、私は書くべきかあるいは持つべきじゃないないかなと思うんですね。そのことですなんですよ。今すぐできんのはわかってるんですよ。はい。ただし、始めなきゃいかんものがあるじゃないですか。という話です。
【事務局】
　そうですね。実施しようと思ったらどこと協議するのかといったようなところもありますし、そこのところからやっぱりやっていかないといけないという風に考えております。ひとつはその大きなところはコミュニティーであったり、あるいは市民活動団体であったりするんだろうという風には考えております。
【会長】
　例えば、民間活用じゃないですけど、実施主体はあくまでも宗像市なんでしょうけど、実際にもう動いていろいろやられているところもあると思うので、そういうところとうまく連携を取りながら事業展開をしていくという方法も模索しながらっていうことになってくると思いますけどね。
【副会長】
　はい。よろしいです。よろしくお願いします。
【会長】
　他にどなたかいらっしゃいますか。なければ、事務局の方から他に何かございますか。
４．その他

【事務局】
　次回なんでございますが、予定では10月下旬が４回目の開催の予定となっております。今日のご指摘事項も踏まえてですね、また今後もやっていきたいんですが。予定はですね10月下旬、あるいは11月上旬でしたら。それぐらいで日程を調整したいと思っております。調整についてはですね、今回と同じように事前に調整した上で決定したいという風に思っておりますので、それでよろしゅうございますでしょうか。

【会長】
　お願いいたします。
【事務局】
　はい。また、よろしくお願いします。
【会長】
　他にございませんでしたら。
【委員】
　ちょっといい忘れたというか、計画の骨子の段階でこれ言っていいかどうか分んないですけど、サービス基盤の充実っていうのは、かつての介護保険の事業計画では結構重要視されていたと思うんですよね。今回は住宅中心の、それから後は骨子の段階なのでどこまでこれから膨らんでいくのかっていうのが分らないんですけれども、案外ですねやっぱりサービス事業者さんが撤退しないようにとかですね、これ要支援１・２そういうところも無くなっていきますし、それから前回の介護保険でかなりやっぱり点数的にも苦しくなっていったりとかするので、やっぱりサービス基盤の充実というのは介護保険を運営していく上ですごく大事なところだと思うので、その辺りも今後書き込まれると思うんですけれども。それと、やっぱり事業者へのサポートというか、そういう体制もボランティアに頼るっていうのもあれですけども、事業所へのサポートというか、そういったところも考えていただければなと思います。
【会長】
　おっしゃるように、小規模で優良なっていうか、きちっとしたサービスを提供している事業者さんがいますんで、そういうところが存続できるようにしてもらいたいと思うし、逆にいうと、あまり大きな声でいえないけど、悪質で大規模なところはやっぱりちょっとっていうところも。そこは退けといても、いいところには残っていただきたいんで、そこは何か手立てがあるといいとは思うんですね。
【委員】
　要望です。
【事務局】
理解しております。
【会長】
　それでは、本当にないでしょうか。なければ、この辺で閉会させていただきたいと思いますんで。

５．閉会

【会長】
みなさん、長時間にわたりどうも、お疲れ様でございました。これをもちまして平成26年度第３回宗像市介護保険運営協議会を閉会します。貴重なご意見どうもありがとうございました。
＜会議次第＞


１．開会





２．会長あいさつ


　　


３．議題


　（１）高齢者等実態調査の報告について


　（２）宗像市第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の骨子案について





４．その他　





５．閉会
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